
2018年11月期業績予想
売上高

営業利益

経常利益

純利益

直近株価

ＰＥＲ
ＰＢＲ
配当利回り

26億3600万円
（前期比27.5％増）

1億1400万円
（同57.2％減）

1億1400万円
（同56.8％減）

7300万円
（同57.1％減）

2120円
（18/7/31）

62.2倍
4.13倍
　ー %

2019年2月期第1四半期連結業績

2019年2月期通期連結業績予想

売上高

営業利益

経常利益

四半期純利益

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

161億800万円
（前年同期比24.7％増）

59億9200万円
（同90.2％増）

52億1700万円
（同148.7％増）

35億4700万円
（同58.5％増）

ー 円
（ー）

250億円
（前期比19.9％増）

220億円
（同14.7％増）

150億円
（同7.0％増）

2018年11月期連結業績予想
売上高

営業利益

経常利益

純利益

直近株価

ＰＥＲ
ＰＢＲ
配当利回り

1300億円
（前期比8.2％増）

　220億円
（同15.0％増）

220億円
（同14.9％増）

135億円
（同3.5％減）

2511円
（18/7/31）

18.4倍
2.09倍
1.81％

PICK UP

本決算

食
業
向
け
に
特
化
し
た
人
材
紹
介
事
業

が
主
力
の
ク
ッ
ク
ビ
ズ
（
６
５
５
８
）

は
今
期
、
増
収
を
計
画
し
て
い
る
。
７
月
13

日
に
は
、
２
０
１
８
年
11
月
期
第
２
四
半
期

業
績
を
発
表
。
売
上
高
は
11
億
７
２
０
０
万

円
、
営
業
利
益
５
７
０
０
万
円
、
経
常
利
益

ちご（2337）が７月 12 日に発表した 2019 年２月期第１四半期業績は、
大幅な増収益を達成した。

　同社は「心で築く、心を築く」の信条のもと、心築（しんちく）と呼んで
いる資産価値を向上させた不動産の賃貸や売却、ＲＥＩＴやインフラ運用な
どのアセットマネジメント、太陽光発電を主としたクリーンエネルギー事業
も手掛ける。
　主力の心築事業において、ストック収益とフロー収益ともに伸長し、セグ
メント利益は前期比 95.7％増。また、クリーンエネルギー事業でも『いちご
昭和村生ＥＣＯ越発電所』などの稼働を受けて、売電収入によりセグメント
利益が同 708％と好業績をけん引した。
　今期はストック収益およびフロー収益ともに順調な成長により営業利益
250 億円（同 19.9％増）、経常利益 220 億円（同 14.7％増）、純利益 150 億円（同
７％増）となる見込み。過去最高益更新を計画しているだけに、業績の動向
に注目していきたい。
　また、配当は前期実績より１円増配の１株当たり７円とする意向で、７期
連続の増配の見通しだ。

６
０
０
０
万
円
、
純
利
益
２
２
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　

人
手
不
足
が
続
く
飲
食
分
野
の
人
材
サ
ー

ビ
ス
事
業
（
人
材
紹
介
事
業
・
求
人
広
告
事

業
）
が
業
績
を
下
支
え
し
、
既
存
サ
ー
ビ
ス

の
強
化
に
加
え
、
新
た
な
注
力
分
野
で
あ
る

研
修
事
業
に
お
け
る
顧
客
開
拓
や
サ
ー
ビ
ス

開
発
の
推
進
等
に
よ
り
、
他
社
と
の
差
別
化

や
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

　

通
期
業
績
予
想
は
売
上
高
26
億
３
６
０
０

万
円
（
前
期
比
27
・
５
％
増
）、
営
業
利
益
１

億
１
４
０
０
万
円
（
同
57
・
２
％
減
）、
経
常

利
益
１
億
１
４
０
０
万
円（
同
56
・８
％
減
）、

純
利
益
７
３
０
０
万
円
（
同
57
・
１
％
減
）

と
な
る
見
通
し
。
今
後
の
成
長
を
見
据
え
た

新
規
拠
点
進
出
や
人
材
採
用
、
認
知
度
向
上

の
た
め
の
広
告
費
拡
大
な
ど
積
極
的
な
投
資

を
実
施
し
て
い
く
。

ク
ッ
ク
ビ
ズ 

（
６
５
５
８・マ
ザ
）

  いちご （2337・東１）

今
期
は
成
長
見
据
え
た
投
資
を
実
施

心築事業は前期比96％増
大幅増収益を達成

飲

い

販
一
貫
体
制
の
精
密
掘
削
工
具
メ
ー
カ

ー
の
オ
ー
エ
ス
ジ
ー（
６
１
３
６
）は
、

今
期
最
高
収
益
更
新
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

７
月
10
日
に
は
２
０
１
８
年
11
月
期
第
２

四
半
期
決
算
を
発
表
。
売
上
高
は
６
４
４
億

２
４
０
０
万
円（
前
年
同
期
比
９
・５
％
増
）、

営
業
利
益
１
１
２
億
２
１
０
０
万
円
（
同

23
・
０
％
増
）、
経
常
利
益
１
１
０
億
７
８
０

０
万
円
（
同
20
・
６
％
増
）、
純
利
益
69
億
８

５
０
０
万
円
（
同
12
・
１
％
増
）
と
な
っ
た
。

　

主
要
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
自
動
車
関
連
産
業

向
け
を
は
じ
め
需
要
は
好
調
に
推
移
。
標
準

品
拡
販
、
特
殊
品
の
受
注
力
強
化
、
販
売
網

や
物
流
拠
点
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
主

力
の
タ
ッ
プ
や
超
硬
製
品
の
生
産
能
力
の
増

強
及
び
自
動
化
に
努
め
て
い
る
。
製
品
別
売

上
で
は
タ
ッ
プ
、
超
硬
ド
リ
ル
を
中
心
に
増

加
。
ま
た
海
外
売
上
高
比
率
は
59
・
１
％
（
前

年
同
期
は
57
・
５
％
）
と
増
加
。
欧
州
に
お

け
る
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
外
部
売
上
高
増
加
、
為

替
換
算
の
影
響
を
受
け
た
。

　

な
お
、
通
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
海

外
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
に
取
り
組
み
業
績

拡
大
を
図
る
。

オ
ー
エ
ス
ジ
ー （
６
１
３
６・東
１
）

海
外
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む

製 


